
　

近
い
将
来
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る

東
海
・
東
南
海
地
震
に
備
え
て
、
過

去
に
発
生
し
た
三
河
地
震
を
例
に
地

震
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
、

地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
防
災
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
２
時
〜
４

１１

１３

時　

と
こ
ろ
▼
市
文
化
セ
ン
タ
ー
マ

ツ
バ
ホ
ー
ル　

講
師
▼
林 
能  
成 
氏

よ
し 
な
り

（
写
真
右
）、木

村 
玲  
欧 
氏
（
同

れ 

お

左
）（
い
ず
れ
も

名
古
屋
大
学
災

害
対
策
室
）　

テ
ー
マ
▼
歴
史

に
見
る
防
災
―

検
証
！
三
河
地

震
―　

問
い
合
わ
せ
▼
防
災
室

　

県
内
で
唯
一
の
天
然
湖
沼
で
あ
る

油
ケ
淵
は
、
近
年
の
都
市
化
の
進
展

や
閉
鎖
性
水
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
水
質
の
汚
濁
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
汚
れ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
生

活
排
水
が
占
め
て
お
り
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
排
水
対
策
に
つ
い

て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
住
民
の
皆
さ
ま
に
、
よ
り

一
層
の
水
質
浄
化
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
油
ケ
淵
の
水
質

浄
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
紹
介
な

ど
を
行
い
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
１
時　

分

１１

１７

３０

〜
４
時
（
展
示
は
午
後
１
時
か
ら
）

と
こ
ろ
▼
碧
南
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

（
碧
南
市
鶴
見
町
１
―　

―
１
）

７０

内
容
▼
油
ケ
淵
の
水
質
浄
化
に
関
す

る
取
り
組
み
の
紹
介�
碧
南
市
立
西

端
小
学
校
６
年
生　

講
演�
「
世
界

と
水
と
日
本
人
」
平
野
次
郎
（
放
送

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
学
習
院
女
子
大

学
特
別
専
任
教
授
）　

油
ケ
淵
の
水

質
浄
化
に
関
す
る
展
示　
　

問
い
合
わ
せ
▼
市
環
境
課
ま
た
は
県

環
境
部
水
環
境
課
（�
　
〈　

〉２
１

０５２
９６１

１
１
）

　

子
ど
も
に
水
泳
を
教
え
た
い
け
ど

教
え
方
が
分
か
ら
な
い
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
に
お
勧
め
の
初
心
者
向
け

講
座
で
す
。

と
き
▼　

月
の
毎
週
日
曜
日　

午
前

１２

　

時
〜
正
午
（
計
４
回
）　

と
こ
ろ

１１▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル　

対

象
▼
小
学
校
３
年
生
以
下
の
親
子　

定
員
▼　

組　

人
（
先
着
順
）　

参

１５

３０

加
費
▼
施
設
使
用
料
の
み　

持
ち
物

▼
水
着
・
水
泳
帽
子　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼　

月
９
日�
午
前
９

１１

時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
（�
〈　

〉３
５

７５

４
５
）
へ
（
電
話
予
約
可
）

　

初
心
者
向
け
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
水
中
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
①
午
後
３
時
〜

１２

１０

４
時　

②
午
後
７
時
〜
８
時　

と
こ

ろ
▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル　

定
員
▼
各　

人
（
先
着
順
）　

参
加

２０

費
▼
施
設
使
用
料
の
み　

持
ち
物
▼

水
着
・
水
泳
帽
子　

申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
▼　

月
９
日�
午
前
９
時

１１

か
ら
同
セ
ン
タ
ー
（�
〈　

〉３
５
４

７５

５
）
へ
（
電
話
予
約
可
）

　

加
齢
な
ど
に
よ
り
身
体
機
能
が
低

下
し
て
い
る
人
が
、
筋
力
ア
ッ
プ
に

よ
っ
て
健
康
や
体
力
・
気
力
を
回
復

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン

�広報あんじょう　2004.11.1

「
対
象　

ど
な
た
で
も
」

「
定
員　

特
に
な
し
」

「
費
用　

無
料
」
の
場
合
は

　

記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
油
ケ
淵　

碧
南

ｉｎ

あ
い
ち
防
災
セ
ミ
ナ
ー

催
し

講
座

・

１１月は放置自転車クリーンキャンペーン月間です

キ
ッ
ズ
わ
く
わ
く

ス
イ
ミ
ン
グ

初
め
て
の
水
中
運
動
体
験

第
２
回

高
齢
者
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

■知っていますか？自転車等放置禁止区域
　ＪＲ安城駅、名鉄新安城駅・南安城駅周辺を「自転車
等放置禁止区域」に指定しています。禁止区域内の道路
や歩道に自転車などは放置できません。放置された自転
車は、即日移動され、返還には１台１０００円の移動費用が
必要となります。昨年度１年間で約１２００台を放置車とし
て移動しました。
●移動日から６０日たっても引き取りのないものは処分し
ます。

　放置自転車は、歩行者の通行障害を引き起こしたり、街の美観を損ねたりして大きな社会問題となっています。
そこで自転車利用者のモラル向上を目指し県内一斉に啓発活動を行います。

■自転車駐車場を利用する皆さんへ
●通路・入口付近への駐車や割り込みはほかの利用者の
迷惑になります。整然と置きましょう。
●場内に係員がいるときは指示に従いましょう。
●自転車などを無断で長期間、場内に放置しないでくだ
さい。なお、利用者の便宜を図るため、場内に長期間放
置されている自転車などは移動・撤去することがありま
す。
●自転車は、必ず防犯登録をしましょう。また、盗難防
止のため、二重に施錠するなどしましょう。

■自転車の処分は正しく
●不要になった自転車は、赤松町のリサイクルプラザに
持ち込むか、粗大ごみ処理券を購入して処分を依頼して
ください。　
●自転車は最後まで大切に利用し、公共の場所に捨てた
り、ごみステーションに置いたりしないでください。

「わたしの１台だけならば…」「短い時間ならば…」がまねく、多くの放置自転車 ......

問い合わせ ▼維持管理課、処分の依頼は清掃課（清掃事
業所内／�〈７６〉３０５３）

困ります　自転車置きざり　知らんぷり
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問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課
（
文
化

セ
ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
中
国
琵
琶
の
調
べ
」

　

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
世
界
各
地
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
国
際
的
に
活

躍
し
て
い
る
中
国
琵
琶
の
第
一
人
者

に
よ
る
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
、
ぜ
ひ
、

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
２
時　

と

１１

１４

こ
ろ
▼
歴
史
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル　

出
演
▼
ソ
ン
・
テ
ィ
ン
テ

ィ
ン

■
特
別
展
記
念
講
演
会

　

「
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
」

と
き
▼　

月
７
日�
午
後
２
時　

と

１１

こ
ろ
▼
同
館
講
座
室　

講
師
▼
藤
井

隆
氏
（
名
古
屋
市
立
大
学
名
誉
教
授
）

問
い
合
わ
せ
▼
文
化
芸
術
課
（
同
館

内
／�
〈　

〉６
６
５
５
）

７７

■
「
愛
知
県
三
河
菊
花
展
覧
会
」　

　

愛
知
県
三
河
菊
の
友
の
会
の
皆
さ

ん
が
、
丹
精
込
め
て
育
て
た
菊
の
花

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
競
技
花
、

自
由
花
、
だ
る
ま
、
福
助
な
ど
約　
２７０

点
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
▼　

月
２
日�
〜
７
日�
　

と

１１

こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
館
展
示
ル
ー
ム

■
「
秋
の
山
野
草
展
」

　

安
城
植
物
友
の
会
の
皆
さ
ん
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
山
野
草
、
約　

鉢
２００

を
展
示
し
ま
す
。
リ
ン
ド
ウ
、
ダ
イ

モ
ン
ジ
ソ
ウ
、
寒
蘭
、
ツ
メ
レ
ン
ゲ

な
ど
、
日
ご
ろ
見
る
こ
と
の
少
な
く

な
っ
た
山
野
草
を
、
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
▼　

月
９
日�
〜　

日�
　

と

１１

１４

こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
館
展
示
ル
ー
ム

問
い
合
わ
せ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
（�

〈　

〉７
１
１
１
）

９２
　
　

月
９
日
に
台
風　

号
の
接
近
に

１０

２２

よ
り
開
催
で
き
な
か
っ
た
「
マ
リ
ン

バ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
、
次
の
と
お
り

順
延
し
て
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
1
時　

分

１１

１３

３０

〜
３
時　

と
こ
ろ
▼
二
本
木
公
民
館

大
会
議
室　

定
員
▼　

人　

※
無
料

１５０

整
理
券
を
同
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
お
手
持
ち
の
整
理
券
は
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。　

出
演
▼ 
保 ほ

 
田 
祐
希

た    

と
仲
間
た
ち　

ゆ

き

問
い
合
わ
せ
▼
二
本
木
児
童
セ
ン
タ

ー
（
同
館
内
／�
〈　

〉８
６
１
１
）

７７

　

定
員
に
満
た
な
い
コ
ー
ス
に
つ
い

て
、
引
き
続
き　

月　

日�
ま
で
申

１１

１９

し
込
み
期
間
を
延
長
し
ま
す
。
な
お
、

講
座
の
開
催
日
時
な
ど
は
、
８
月
末

に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
生
涯
学
習
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課
（
文
化

セ
ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

グ
を
行
い
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日
〜
来
年
３
月　

日

１２

２１

１８

の
火
曜
日
と
金
曜
日
（
全　

回
）
午

２４

後
１
時　

分
〜
３
時　

※
年
末
年
始

３０

は
休
み
ま
す
。　

と
こ
ろ
▼
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

対
象
▼
介
護
認
定
要

支
援
者
、
要
介
護
１
・
要
介
護
２
の

人
（
通
所
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
利
用
者
を
除
く
）
で
、
自
分
で
、

ま
た
は
家
族
で
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
る
人　

内
容
▼
高
齢

者
用
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
用
い
た
、

そ
の
人
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム　

※
理
学
療
法
士
・
健
康
運
動
指
導
士
・

保
健
師
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。　

定

員
▼　

人
程
度　

※
申
込
者
に
は
保

１０

健
師
が
お
宅
へ
訪
問
し
、
教
室
へ
の

参
加
が
適
当
か
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　

参
加
費
▼
１
８
０
０

円　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼　
１１

月　

日�
ま
で
に
高
齢
福
祉
課
へ

３０

　

市
内
各
所
の
町
内
公
民
館
で
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
、
日
ご
ろ
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。　

と
き
▼　

月　

日�
午
前
９
時　

分

１１

２１

３０

〜
午
後
５
時　

分　

と
こ
ろ
▼
文
化

３０

セ
ン
タ
ー
マ
ツ
バ
ホ
ー
ル　

部
門
▼

民
謡
、
詩
吟
、
舞
踊
、
大
正
琴
、
コ

ー
ラ
ス
な
ど　

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
活
動
課

と
き
▼　

月　

日�
・　

日�
　

内

１１

１３

１４

容
▼
作
品
展
示
（
地
元
住
民
・
保
育

園
・
子
ど
も
会
・
自
主
グ
ル
ー
プ
ほ

か
）�
　

日
・　

日
午
前
９
時
〜
午

１３

１４

後
７
時
（　

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

１４

お
茶
会
（　

円
）�
　

日
（ 
煎 
茶
）・

せ
ん

２００

１３

　

日
（
煎
茶
・
抹
茶
）
い
ず
れ
も
午

１４前　

時
〜
午
後
３
時　

カ
ラ
オ
ケ
発

１０
表
会�
　

日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

１４

ぬ
い
ぐ
る
み
劇�
　

日
午
前　

時　

１３

１１

３０

分
〜
正
午　

福
祉
体
験
コ
ー
ナ
ー

「
み
ん
な
の
手
話
」�
　

日
午
前　

１３

１０

時
〜
午
後
３
時　

囲
碁
大
会�
　

日
１４

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ご
ろ　

テ
ニ

ス
コ
ー
ト
無
料
開
放�
　

日
・　

日

１３

１４

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
（
無
料
開
放

券
は
各
日
午
前
９
時
か
ら
配
布
）

問
い
合
わ
せ
▼
南
部
公
民
館
（�

〈　

〉３
５
２
１
）

９２
　

作
野
地
区
（
今
池
町
・
住
吉
町
・

篠
目
町
・
井
杭
山
町
・
コ
ー
プ
野
村
）

の
皆
さ
ん
と
公
民
館
自
主
グ
ル
ー
プ

の
芸
能
発
表
会
で
す
。

と
き
▼　

月
７
日�
午
前　

時
〜
午

１１

１０

後
３
時　

と
こ
ろ
▼
作
野
公
民
館
大

会
議
室　

内
容
▼
詩
吟
、
民
謡
、
歌

謡
舞
踊
、
ギ
タ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

問
い
合
わ
せ
▼
同
館
（�
〈　

〉３
９

７４

７
７
）

　

数
々
の
大
会
出
場
、
イ
ベ
ン
ト
出

演
を
し
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い

る
安
城
市
立
南
部
小
学
校
児
童
の
金

管
バ
ン
ド
「
ザ
・
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
ズ
」

の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
６
時　

分

１１

２３

３０

〜
７
時　

分　

と
こ
ろ
▼
昭
林
公
民

３０

館
ホ
ー
ル　

曲
目
▼
キ
ャ
ッ
ツ
メ
ド

レ
ー
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
ほ
か

定
員
▼　

人　

そ
の
他
▼
無
料
整
理

１５９

券
を　

月
７
日�
午
前
９
時
か
ら
同

１１

公
民
館
で
配
布
し
ま
す　

問
い
合
わ
せ
▼
同
館
（�
〈　

〉６
６

７７

８
８
）

　

古
典
の
伝
統
美
と
、
古
典
雅
楽
・

現
代
楽
器
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

２
部
構
成
で
す
。

と
き
▼
来
年
１
月　

日�
午
後
６
時

１５

（
開
場
午
後
５
時　

分
）　

と
こ
ろ

３０

▼
市
民
会
館
サ
ル
ビ
ア
ホ
ー
ル　

入

場
料
▼
Ｓ
席
７
５
０
０
円
、
Ａ
席
６

５
０
０
円
（
全
席
指
定
）　

前
売
り

開
始
▼　

月　

日�
午
前
９
時
か
ら

１１

１４

文
化
セ
ン
タ
ー
へ　

※
公
演
会
場
と

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
購
入
枚
数
は
１
人
４
枚

ま
で
と
し
ま
す
。

作
野
芸
能
ま
つ
り

南
部
公
民
館
・

農
村
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

昭
林
コ
ン
サ
ー
ト

「
ザ
・
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
ズ
」

歴
史
博
物
館
の
催
し

ワ
ー
ド
講
習
会
の
受
講
申
し

込
み
期
間
を
延
長
し
ま
す

デ
ン
パ
ー
ク
企
画
展
示
会

第　

回
町
内
公
民
館

２３
芸
能
活
動
発
表
会

二
本
木
児
童
セ
ン
タ
ー

「
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
日
程
を
変
更
し
ま
す

東
儀
秀
樹
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
０
５
「 
宙 
の 
奏 
べ
」

そ
ら 

し
ら



　

安
城
北
部
・
作
野
土
地
区
画
整
理

地
区
内
で
撮
影
し
た
写
真
を
募
集
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
夏
」

「
だ
か
ら
秋
が
好
き
」。選
考
に
よ
り

区
画
整
理
１
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
し
ま
す
。

対
象
▼
安
城
北
部
及
び
作
野
土
地
区

画
整
理
地
区
内
で
撮
影
し
た
写
真

（
未
発
表
作
品
に
限
る
。
Ｌ
サ
イ
ズ
。

家
庭
用
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
た
も

の
は
不
可
）　

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
▼　

月　

日�
ま
で
に
、
郵
送
、

１１

３０

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
、

区
画
整
理
１
課
へ

※
写
真
裏
面
に
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
作
品

タ
イ
ト
ル
、
撮
影
場
所
、
作
品
に
関

す
る
コ
メ
ン
ト
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ご

意
見
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
後
の
作

品
使
用
に
関
す
る
権
利
の
一
切
は
安

城
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
は
、
自
衛
官
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
種
目
▼
自
衛
隊
生
徒
（
男
子
）

対
象
▼
中
学
校
卒
（
見
込
み
を
含
む
）

で　

歳
未
満
の
男
子　

受
付
期
間
▼

１７

　

月
１
日�
〜
来
年
１
月　

日�
　

１１

１１

試
験
日
▼
１
次
試
験�
来
年
１
月　
１５

日�
　

２
次
試
験�
来
年
１
月　

日
２８

�
〜　

日�
３１

問
い
合
わ
せ
▼
自
衛
隊
安
城
募
集
セ

ン
タ
ー
（�
〈　

〉６
８
９
４
）

７４

　

障
害
者
の
適
性
に
合
わ
せ
て
職
業

に
関
す
る
知
識
や
技
能
が
習
得
で
き

る
訓
練
施
設
で
す
。

訓
練
科
目
／
定
員
／
期
間
▼
普
通
課

程
（
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
）�
シ

ス
テ
ム
設
計
科
／　

人
／
２
年
、
Ｏ

１５

Ａ
シ
ス
テ
ム
科
／　

人
／
１
年
、
コ

２０

ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
／　

人
／
２
年

１０

短
期
課
程
（
義
務
教
育
修
了
程
度
）

�
Ｏ
Ａ
事
務
科　

人
／
１
年
、
Ｃ
Ａ

２０

Ｄ
設
計
科
／　

人
／
１
年
、
グ
ラ
フ

２０

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
／　

人
／
１
年
、

２０

園
芸
科
・
ア
パ
レ
ル
科
・
彫
型
工
芸

科
以
上
３
科
／
計　

人
／
１
年　

対

４０

象
▼
障
害
者
で
、
技
能
を
身
に
つ
け

就
職
ま
た
は
自
立
を
望
ん
で
い
る
人
。

障
害
が
固
定
し
、
訓
練
や
集
団
生
活

が
可
能
な
人
。　

募
集
期
間
▼
１
回

目�
　

月
１
日�
〜　

日�
　

２
回

１１

３０

目�
来
年
１
月
４
日�
〜
２
月　

日
１０

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
の　

年
度
訓
練
生

１７

募

集

�
　

入
校
選
考
▼
１
回
目�
　

月　
１２

１２

日�
　

２
回
目�
来
年
２
月　

日�
２０

い
ず
れ
も
一
般
教
養
試
験
と
面
接　

授
業
料
▼
無
料
（
食
費
、
教
材
な
ど

実
費
は
自
己
負
担
）　

そ
の
他
▼
通

学
が
不
便
な
場
合
は
寄
宿
舎
が
あ
り

ま
す　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
宝

飯
郡
一
宮
町
／�
０
５
３
３〈　

〉２
９３

１
０
２
）
へ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
や
こ
で
の
び
っ
こ

安
城
に
よ
る
、
子

育
て
中
の
親
子
が

気
軽
に
立
ち
寄
れ
、

打
ち
解
け
た
雰
囲

気
で
交
流
で
き
る

「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー

ス
」
を
安
城
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
ち
さ
ぽ
ん
）
で
開
催
し
ま
す
。

　

知
識
と
経
験
の
あ
る
子
育
て
サ
ポ

ー
タ
ー
に
子
育
て
の
不
安
や
普
段
話

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
相
談

し
た
り
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
も

ち
ゃ
や
絵
本
で
あ
そ
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
▼　

月
４
日�
・　

日�
・　

１１

１１

１８

日�
午
前　

時
〜
正
午　

と
こ
ろ
▼

１０

同
セ
ン
タ
ー
（
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
内
）

問
い
合
わ
せ
▼
児
童
課

　

お
子
さ
ん
の
不
登
校
で
お
悩
み
の

保
護
者
を
対
象
に
、
５
回
の
集
団
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
、
講
師
と
と
も
に

問
題
解
決
の
方
向
を
探
り
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日
、　

月
６
日
・　

１１

２９

１２

１３

日
、
来
年
１
月　

日
・　

日
の
い
ず

１７

２４

れ
も
月
曜
日
午
前　

時
〜
正
午　

と

１０

こ
ろ
▼
岡
崎
市
教
育
研
究
所
（
岡
崎

市
若
宮
町
）　

定
員
▼　

人
（
先
着

１８

順
）　

講
師
▼ 
蔭
山  
英
順 
氏
（
名
古

か
げ
や
ま 
ひ
で
の
り

屋
大
学
教
授
・
臨
床
心
理
士
）　

申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼　

月　

日

１１

１６

�
午
前　

時
か
ら
電
話
で
県
教
育
サ

１０

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（�
　
〈　

〉１
５

０５２
２４２

０
０
）
へ

自
衛
官

ち
さ
ぽ
ん
に
お
い
で
よ
ー

子
育
て「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」

そ

の

他
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来
年
用
の
「
安
城
市
民
手
帳
」
と

「
安
城
の
統
計
」
を
販
売
し
ま
す
。

現
在
、
町
内
会
の
回
覧
で
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、
事
業
所
や
個

人
で
ご
希
望
の
場
合
な
ど
は
、
直
接

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。
な
お
、
発
送
は　

月
中
旬
の

１２

予
定
で
す
。

●
２
０
０
５
安
城
市
民
手
帳
（　

円
）

３００

　
　
�
×
９�
の
手
帳
で
、
安
城
の

１４
歩
み
、
各
種
届
け
出
の
方
法
、
公
共

施
設
利
用
の
手
引
き
、
各
種
相
談
窓

口
な
ど
を
掲
載
し
た
「
市
政
と
暮
ら

し
の
し
お
り
」
が
付
い
て
い
ま
す
。

●
２
０
０
４
安
城
の
統
計
（　

円
）

３２０

　

安
城
に
つ
い
て
の
最
新
の
統
計
を

網
羅
。
市
勢
を
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら

把
握
で
き
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
判

で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
電
話
で

秘
書
課
ま
た
は
企
画
政
策
課
へ　

　

寺
領
廃
寺
跡
は
、
寺
領
町
久
後
に

あ
っ
た
７
世
紀
後
半
の
古
代
寺
院
の

遺
跡
で
す
。
こ
の
報
告
書
は
、
昭
和

　

年
度
、　

年
度
、
平
成　

年
度
の

３２

６０

１３

３
次
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
同
寺
院
の

調
査
内
容
を
１
冊
に
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
金
堂
、
講
堂
、

東
塔
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、

瓦
、
土
器
、
金
属
製
品
な
ど
多
く
の

遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
成
果
を
手
が
か
り
に
、

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
、

あ
な
た
自
身
の
生
涯
学
習
を
始
め
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
同
報
告
書
は
、
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
に
て
１
７
０
０
円
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
発
行
さ
れ
た
報
告
書
も
残
部
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
同
セ
ン
タ
ー
（
歴
史

博
物
館
横
／�
〈　

〉４
４
９
０
）

７７

■
年
末
調
整
説
明
会

　

年
末
調
整
を
正
し
く
行
う
う
え
で

注
意
し
て
い
た
だ
く
点
を
説
明
し
ま

す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
２
時
〜
３

１１

１９

時　

分　

と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

３０
マ
ツ
バ
ホ
ー
ル　

対
象
▼
法
人
及
び

個
人
の
白
色
申
告
者

■
青
色
申
告
等
決
算
説
明
会

　

決
算
書
の
作
成
、
年
末
調
整
を
行

う
う
え
で
注
意
し
て
い
た
だ
く
点
を

説
明
し
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
２
時
〜
４

１１

２５

時　

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
大
会
議
室

対
象
▼
個
人
の
青
色
申
告
者

問
い
合
わ
せ
▼
刈
谷
税
務
署
法
人
課

税
源
泉
担
当
（
年
末
調
整
の
相
談
／

�
〈　

〉６
２
１
５
）・
個
人
課
税
（
青

２１
色
申
告
決
算
の
相
談
／�
〈　

〉６
２

２１

１
２
）、市
市
税
課

　

安
城
市
水
泳
協
会　

周
年
記
念
の

３０

「
水
泳
大
会
」
開
催
中
は
、
マ
ー
メ

イ
ド
パ
レ
ス　

ｍ
プ
ー
ル
が
利
用
で

２５

き
ま
せ
ん
。

と
き
▼　

月　

日�
開
館
〜
午
後
１

１１

１４

時　

分
３０

問
い
合
わ
せ
▼
マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス

（�
〈　

〉７
３
５
１
）

９２

　
　

月
は
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月

１１
間
。
併
せ
て
「
い
き
い
き
あ
い
ち
っ

子
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
県
下
一
斉
に

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す

る
た
め
に
は
、
親
は
も
ち
ろ
ん
地
域

の
人
々
の
あ
た
た
か
い
目
が
必
要
で

す
。

　

ま
ず
、
自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て

見
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
、
対
話
を

深
め
、
命
や
自
然
を
思
い
や
る
心
を

は
ぐ
く
ん
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
地
域
環
境

に
気
を
配
り
改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
▼
青
少
年
の
家
（�

〈　

〉３
４
３
２
）

７６
　

県
は
、
油
ケ
淵
周
辺
を
西
三
河
地

域
で
は
初
め
て
の
県
営
都
市
公
園
と

し
て
、
都
市
計
画
決
定
（
公
園
の
名

称
や
施
設
の
位
置
、
区
域
な
ど
を
決

め
る
手
続
き
）
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
説
明
会
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
安
城
市
会
場

と
き
▼　

月　

日�
午
後
７
時　

と

１１

１５

こ
ろ
▼
明
和
小
学
校
体
育
館

■
碧
南
市
会
場

と
き
▼　

月　

日�
午
後
７
時　

と

１１

１７

こ
ろ
▼
碧
南
市
文
化
会
館
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
▼
県
公
園
緑
地
課
（�

　
〈　

〉６
５
２
６
）、市
公
園
緑
地
課

０５２
９５４

　

施
行
前
に
確
認
を
す
る
の
で
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
垣
等
設
置
奨
励
補
助
▼
公
道
に
面

し
た
住
宅
や
店
舗
の
敷
地
内
に
生
け

垣
を
設
置
す
る
場
合
に
必
要
経
費
の

一
部
を
補
助　

松
く
い
虫
被
害
木
駆

除
と
予
防
用
薬
剤
の
補
助
▼
松
く
い

虫
に
よ
り
枯
死
し
た
松
の
伐
採
や
、

予
防
用
薬
剤
の
樹
幹
注
入
を
す
る
場

合
に
必
要
経
費
の
一
部
を
補
助　

問
い
合
わ
せ
▼
公
園
緑
地
課

『
安
城
市
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
書
第　

集
１２

寺
領
廃
寺
』
を
販
売
中

青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間

油
ヶ
淵
地
区
新
規
県
営
都
市

計
画
公
園
の
都
市
計
画
決
定
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
・
プ
ー
ル

の
利
用
を
制
限
し
ま
す

緑
の
ま
ち
づ
く
り
に
補
助
金

安
城
市
民
手
帳
・
安
城
の
統
計

予
約
受
け
付
け
中

年
末
調
整
・
青
色
申
告

決
算
等
説
明
会

問い合わせ ▼同センター（市教育センター内／�〈７５〉
１０１０）

　貸し出しは無料ですので、地域での講習会、研修など
に視聴覚センターの教材、機材を活用ください。
○営利目的や個人への貸し出しは行っていません。
○貸出期間は、５日間以内です。
○１回の貸出本数は、５本以内です。

安城市視聴覚センター

新たにビデオ教材（１５作品）を購入しました
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幼児・小学生（低学年）向け ▼「おむすびころりん」「い
じめストップ金太郎、こころのちからもち」　
小学生向け ▼「とまるクンとわたるクンの交通安全」「お
母さん泣かないで」「こんな時どうする　危険から身を守
る」「勇気あるホタルととべないホタル」ほか　　
中学生向け ▼「中学生のための性教育　ちゃんと知って
る？セックスのこと」ほか　
一般向け ▼「大地震の恐怖　残された教訓（助け合いの
輪が防災の力）」「放火を防ぐ　住民の手で－安全で安心
なまちづくり－」ほか　　

◆主な作品◆



■
渡
辺
美
佐
子
「
化
粧
―
二
幕
―
」

と
き
▼　

月　

日�
午
後
６
時　

分

１１

２３

３０

と
こ
ろ
▼
知
立
市
文
化
会
館
か
き
つ

ば
た
ホ
ー
ル　

入
場
料
▼
一
般
３
０

０
０
円
（
全
席
自
由
）

■
劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
桃
次
郎
の
冒
険
」

と
き
▼　

月　

日�
午
後
６
時　

分

１１

２４

３０

と
こ
ろ
▼
知
立
市
文
化
会
館
か
き
つ

ば
た
ホ
ー
ル　

入
場
料
▼
Ｓ
席
４
５

０
０
円
、
Ａ
席
３
６
０
０
円
（
全
席

指
定
）　

※
３
歳
以
上
は
有
料
。

問
い
合
わ
せ
▼
同
館
（�
〈　

〉８
１

８３

０
０
）

　

碧
海
５
市　

社
の
出
展
に
よ
る
製

５２

品
・
商
品
の
展
示
・
即
売
会
及
び
北

海
道
網
走
市
物
産
展
、
下
條
村
物
産

展
、
愛
知
万
博
展
そ
の
他
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ

く
さ
ん
の
２
日
間
で
す
。

と
き
▼　

月
６
日�
・
７
日�
午
前

１１

　

時
〜
午
後
４
時　

と
こ
ろ
▼
刈
谷

１０市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

問
い
合
わ
せ
▼
刈
谷
市
商
工
課
（�

〈　

〉１
０
１
６
）

２１ 刈
谷
産
業
ま
つ
り
２
０
０
４
刈谷

衣 浦 東 部 広 域 連 合 ニ ュ ー ス
１１月９日は「１１９番の日」

　 １１９番通報する時は、火事か救急かその他の事故か
はっきり伝えてから、場所（住所）、目標となる大きな建
物、誰がどうしたのかを落ち着いて知らせてください。
携帯電話からの通報の場合、場所によっては通話状態が
悪く切れてしまうことがありますので、家庭内であった
ら一般電話、屋外であれば近くの公衆電話などを使用し
てください。
問い合わせ ▼通信指令課（�〈６３〉０１３８）

１１月９日�～１５日�は秋季火災予防運動期間

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
－３つの習慣・４つの対策－

◆３つの習慣
①寝たばこは、絶対やめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用す
る。
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
◆４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
②寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用
する。
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを
設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる。
問い合わせ ▼予防課（�〈６３〉０１３６）

■消火器の廃棄について

　最近、老朽化した消火器を処分しようとして、消火器
の破裂による人身事故が発生しています。
　このような事故を防止するため次のようなことに注意
してください。
①ゴミなどとして絶対に出さないでください。
②不要になった消火器については、自ら放射・解体など
の廃棄処理はしないでください。
③消火器は、消火剤の放出時に高い圧力がかかります。
容器にサビ・キズ・変形などがある場合は、使用しない

で消火器を購入した業者に連絡し、引き取りを依頼して
ください。（有料）
　秋季火災予防運動期間中、愛知県消防機器同業会及び
碧南防災機器同業組合は下記により、消火器の廃棄を有
料で受け付けします。
とき ▼１１月１１日�午前１０時～正午　ところ ▼安城消防署
問い合わせ ▼予防課（�〈６３〉０１３６）、安城消防署予防係
（�〈７５〉２４５８）

■応急手当講習会

　

第４回危険物取扱者試験・予備講習会

■危険物取扱者試験
とき ▼来年１月２３日�　ところ ▼名古屋市内　試験種類

▼甲種、乙種第４類、乙種第６類、丙種　申し込み ▼郵
送もしくは持参して�消防試験研究センター愛知県支部
へ　※願書は１１月２９日�から消防各署所でお渡しします。
■乙種第４類・丙種予備講習会
とき ▼来年１月１４日�　ところ ▼安城市文化センター　
費用 ▼受講料４０００円、テキスト代２８００円　定員 ▼  １５０人
（先着順）　 申し込み・問い合わせ ▼１１月２９日�から受
講料を持参して安城消防署予防係（�〈７５〉２４５８）へ　

普通救命講習会小児・乳児応急手当
講習会講習会名

１１月２１日�
午前９時～正午

１１月２０日�
午前９時３０分～１１時
３０分

と　き

知立消防署碧南消防署ところ
２０人（先着順）２０人（先着順）定　員

１１月５日�午前９時
から知立消防署救急
係（�〈８１〉４１４４）へ

１１月５日�午前９時
から碧南消防署救急
係（�〈４１〉２６２５）へ

申し込み・問
い合わせ

碧海５市在住・在勤の人はいずれの会場で
も受講できます。対　象

小児・乳児応急手当講習会�心肺 蘇  生 法、
そ せい

ひきつけの処置など　普通救命講習会�心
肺蘇生法、止血法、外傷の手当てなど

備　考

知
立
市
文
化
会
館

（
パ
テ
ィ
オ
池
鯉
鮒
）の
催
し

知立

圏
域
だ
よ
り

圏
域
だ
よ
り

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市
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